別紙
訓練の種類と概要
１．立退き避難訓練

避難確保計画に定めた施設外の避難先に施設利用者を立退き避難させる訓練です。
一般的には、施設職員や施設利用者、避難支援協力者が参加して実施します。
２．垂直避難訓練（屋内安全確保訓練）
　　避難確保計画に定めた施設内の避難先に施設利用者を垂直避難させる訓練です。
一般的には、施設職員や施設利用者、避難支援協力者が参加して実施します。
３．図上訓練

立退き避難訓練や屋内安全確保訓練を、図上で行う訓練です。後述する情報伝達
訓練等と合わせて行う場合があります。高齢者施設等の施設利用者の身体的負担の
軽減を考慮し、訓練参加者を施設職員や避難支援協力者に絞った訓練の一つです。
４．情報伝達訓練

避難確保計画に定めた内容や担当者のそれぞれの役割を踏まえ、想定する災害シナリオ
に基づき、情報収集や情報伝達を行う訓練です。訓練参加者を施設職員や避難支援協力者
に絞った訓練の一つです。
５．避難経路の確認訓練

現地を実際に見て、避難確保計画に定めた避難先や避難経路の安全性等について確認
　する訓練です。訓練参加者を施設職員に絞った訓練の一つです。
６．設備や装備品、備蓄品、持ち出し品等の確認訓練

　　避難に必要な設備や装備品の点検や備蓄品を確認、立退き避難先への持ち出し品を
実際に準備する訓練です。訓練参加者を施設職員に絞った訓練の一つです。
７．その他訓練
　　上記以外の訓練を実施した場合は、その内容を記載してください。
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